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理解には SNS の影響があること、②若者ことばとの接触機会は増えており、SNS やドラ
マ、ACG を接触手段としていることが分かった。また、③大学の授業でも若者ことばが
取り上げられる機会が増えており、学習者はコミュニケーションを重視した会話の授業で
取り上げるべきと考える人が多かった。④日常の SNS との接触頻度が若者ことばに対す
る意識や使用に影響していることも示された。しかし、一方で若者ことばに関心をもたず、
授業で教えなくてもよいと考える学習者もいた。⑤ SNS の発達によって日本語学習と日
本語教育の現場に変化が生じていると思うかについての回答は分散した。現在の中国では
SNS の発達により、若者ことばに代表される生の日本語との接触が確実に始まっており、
日本語教育においてもこの動きを意識した対応が求められているが、その一方で、学習者
の意識には多様性があることを指摘した。
